
霞ヶ浦浄化センターにおける「高速吸着脱リン法」の
実証試験結果の水処理技術委員会への報告について 

　 標記の処理方法は、吸着剤を用いて下水中のリンを除去するもの
で、凝集剤の添加や生物学的に除去する方法とは異なる新たなリン
除去の方法です。平成25年3月28日に日本下水道事業団が設ける有
識者による外部技術評価委員会において処理方法の評価が実施さ
れ、国総研が事務局として水処理技術委員会への報告を完了いたし
ました。 
　 国土交通省ではこれらの評価結果に基づき、当該処理方法は計画
放流水質に適合した処理方法であると判断し、茨城県知事宛にその
旨を通知しております。 
　 今後、茨城県において事業計画の作成、実施設の供用に向けた取
組みがなされていきます。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告完了日：平成25年5月27日）

詳細については国土交通省HPに掲載された報道発表資料をご参照ください。 
 

http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000200.html
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